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[bookmark: _GoBack]奥州市公共施設包括管理業務
企画提案書
令和８年　　月　　日
奥州市長　宛

	所在地
	

	商号又は名称
	

	代表者職氏名
	
	印



奥州市公共施設包括管理業務の公募型プロポーザルについて、下記のとおり企画提案書を提出します。なお、本企画提案書の提出に当たっては、虚偽の事実がないこと、優先交渉権者に選定された場合は、本企画提案の内容に基づき協議を行うこと、契約がなされたときは、その履行を保証することを確約します。
記
１　提出書類
	書類名
	ページ数
	備考

	①　実施体制
	
	

	②　業務実施準備の進め方
	
	

	③　業務フロー及びスケジュール
	
	

	④　業務品質及び効率性の維持向上策
	
	

	⑤　不具合通報の窓口及び緊急対応策
	
	

	⑥　修繕業務の実施方法
	
	

	⑦　市内事業者等の活用
	
	

	⑧　追加のサービス・独自のノウハウ
	
	

	⑨　参考見積額（参考見積額調書）
	
	

	添付書類

	・
・



２　担当者連絡先
	[bookmark: _Hlk201830989]所属部署
	

	担当者氏名
	

	TEL
	

	E-mail
	

	
· 本表紙を除く①から⑨までの２ページ以降より各様式のフォーマットを示しているが、それぞれ該当様式がわかるように、タイトルをつけ体裁が整っていれば、「縦・横」「フォントサイズ」「レイアウト」等の編集要素については、自由にまとめて差支えない。




①　実施体制

	配置予定総括責任者

	氏名
	
	年齢
	歳
	実務経験年数
	年

	ビルメンテナンス等の実務経験年数
	年
	うち総括責任者等の経験
	年

	保有資格等（参考種類：電気・危険物・冷熱機・消防・ビル管理）

	・
	・

	・
	・

	過去に従事したビルメンテナンス等の実績（実施年度・立場・業務概要等）

	




· 受託者となった場合、本人の病気、死亡、退職等の特段の事情が無い限り、本書に記載した配置予定総括責任者をそのまま総括責任者として配置してください。
· 添付書類として、雇用関係を証する書類（雇用証明書の写し等）を提出してください。また、資格者証が発行される資格については、資格者証の写しを添付してください。

	　本業務における平常時の実施体制について、配置する人員体制やその役割が分かるように記載してください。また、協力会社がある場合には、可能な範囲で各社の役割や拠点を、当該事業者が市内事業者等である場合は、そのことを含めて記載してください。 

	





















②　業務実施準備の進め方

	　本業務の優先交渉権者選定後から事業開始までの本市との協議や業務実施体制の構築等、業務実施の準備について、内容とスケジュールを分かりやすく記載してください。

	






































③　業務フロー及びスケジュール

	　本業務の実施フロー及び想定している年間スケジュールを分かりやすく記載してください。

	





































④　業務品質及び効率性の維持向上策

	　本業務の業務品質及び効率性を維持向上させるための考え方や仕組みをできる限り具体的に記載してください。

	






































⑤　不具合通報の窓口及び緊急対応策

	　不具合通報を24時間365日受付可能な窓口や、不具合の状況を確認し、原因を特定するための緊急対応策について具体的に記載してください。なお，協力会社が対応にあたる場合は、各社の役割と拠点を、当該事業者が市内事業者等である場合は、そのことを含めて記載してください。また、昼間と夜間、平日と休日等で違いがある場合や、対応に時間的余裕があるときと緊急を要するときで違いがある場合には、それぞれの違いが分かるように記載してください。なお、事務所等に24時間365日常駐の必要はありません。

	


































⑥　修繕業務の実施方法

	ア　修繕業務を適正かつ効率的に実施するための基本的な考え方を記載してください。

	






	イ　修繕業務の実施体制を記載してください。なお，昼間と夜間、平日と休日等で違いがある場合や、対応に時間的余裕があるときと緊急を要するときで違いがある場合には、それぞれの違いが分かるように記載してください。

	






	ウ　修繕業務において、施設の長寿命化及びライフサイクルコストの低減に資する具体策があれば記載してください。

	






	エ　修繕費は実績に基づく精算の対象とし、案件ごとの修繕内容等の決定方法については、優先交渉権者との協議により定めたいと考えています。貴社の考える案件ごとの修繕内容及び見積金額の決定方法を提案してください。なお、本市としては、一定の競争性が確保され、費用の低減につながる方策が必要だと考えていますが、本市が直営で修繕業務を発注する際の事業者選定方法にこだわるものではありません。

	










⑦　市内事業者等の活用

	　本業務において市内事業者等を現行と同等又はそれ以上の水準で活用するための考え方や仕組みをできる限り具体的に記載してください。

	







































⑧　追加のサービス・独自のノウハウ

	　本業務において、仕様書（案）に掲げる業務以外に、どのような業務を追加で実施しようと考えていますか。また、貴社ならではのノウハウや強みをどのように活用することを考えていますか。その他、本市の公共施設マネジメントの推進に資する提案等や、特にアピールしたい点があれば自由に記載してください。

	




































⑨　参考見積額
（参考見積額調書）
（単位：千円）
	参考見積額（税込・５年間の総額）
	千円

	（提案上限額：税込・５年間の総額）
	（1,110,943千円）

	項目
	提案上限額
	参考見積額
	備考

	1 保守点検・清掃等業務費
	796,930
	
	

	2 修繕業務費
	54,513
	
	

	3 マネジメント費
	259,500
	
	

	）積算内訳
（
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	
	
	－
	
	

	合計
	1,110,943
	
	

	積算にあたっての考え方や配慮事項を下欄に記載してください。

	






· 提案上限額を超えない金額としてください。提案上限額を超える提案を行った場合は参加申込みを無効とします。
· 算定に当たって特に記載すべき事項があれば、備考欄に記載してください。
· マネジメント費の積算内訳には、総括責任者の人件費や本業務全体のマネジメントに要する経費に加え、一般管理費や付加価値提案に要する経費等について、項目ごとの金額をできる限り具体的に記載してください。
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